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かつし か家庭教育のすすめ
～家庭教育は全ての教育の出発点です～

葛飾区教育委員会

葛飾区子ど も の生活習慣向上・ 家庭教育支援関係者会議
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はじ めに
～家庭教育は全ての教育の出発点です～

かつし かっ 子の生き る力を 育みまし ょ う ！
～すべての子ども の生涯にわたるウェ ルビーイ ング《 幸福》 のために～

　 将来、 子ども が大人になっ た時には、 自ら の力で社会を 生き ていく 必要があり ます。

そのためには、 子ども に社会のルールやマナーを 守る こ と の大切さ 、 自制心、 他者と

のコ ミ ュ ニケーショ ン 能力、 基本的な生活習慣等、 様々な「 生き る 力」 を 身に付けさ

せるこ と が必要であり 、家庭での教育が原点になり ます。 本書は、子ども の「 生き る力」

を 育むために、 それぞれの発達段階でどのよ う に保護者が働き かけたら 良いかを 掲載

し ています。 保護者が自信を も っ て、 楽し く 子育てを し 、 子ども たち が健全に成長す

るためのヒ ント になれば幸いです。

　 かつし かっ 子がふる さ と 葛飾に住む誇り と 自信を 胸に、 将来の夢や希望に向かっ て

生き ていく こ と ができ るよう に。

　 葛飾区は、 基本的な生活習慣や社会のルールを 身に付ける 出発点である 家庭教育を

地域ぐ る みで支援する こ と で、 保護者や養育者が子育てに喜びや楽し さ を 見いだせる

環境づく り を目指し ます。

社会全体で子ども を 守る！

●国際連合憲章 児童の権利に関する条約

●国際連合憲章に基づく ユニセフ の子ども の権利条約の４ つの原則

◆生命、 生存及び発達に対する権利（ 命を守ら れ成長でき るこ と ）

◆子ども の最善の利益（ 子ども にと っ て最も よいこ と ）

◆子ども の意見の尊重（ 意見を 表明し 参加でき るこ と ）

◆差別の禁止（ 差別のないこ と ）

こ れら の原則は「 こ ども 基本法」 にも 取り 入れら れています。

＜日本ユニセフ 協会ホームページから 抜粋＞

　 　「 子ども の権利条約」（ 日本ユニセフ 協会ホームページ） はこ ちら

●こ ども 基本法

　 子ども は、 一人一人がかけがいのない存在です。 生まれながら に権利を 持ち、

自分の意志を 持っ て成長し ていく こ と ができ ます。

　 愛情を も っ て育てら

れ、 健康に配慮さ れ、

あ ら ゆ る 差別を 受け

ず、 安心し て生活でき

ます。

　 遊んだり 、学んだり 、

休んだり するこ と がで

き ま す。 ま た、 文化・

芸術・ スポーツなど豊

かな経験ができ ます。

　 いじ めや暴力などか

ら 守ら れま す。 ま た、

気軽に相談ができ 、 必

要な支援を受けるこ と

ができ ます。

　 自由に自分の意見を

表すこ と がで き ま す。

また、 その意見は大切

に受け止めら れ、 尊重

さ れます。

安心し て生き る権利 のびのびと 育つ権利 守ら れる権利 参加する権利

●葛飾区子ども の権利条例
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どの発達段階においても 大切なこ と

　 子ども は一人一人異なる 資質や特性を 有し ており 、 その成長の過程には個人差があ

り ます。 その一方、 子ども の発達の道筋やその順序性には共通し て見ら れる 特徴があ

り ます。 本書では子ども の発達段階を「 就学前幼児後期」「 小学校低学年学童前期」「 小

学校高学年学童後期」「 中学生青年前期」 の４ 期に分け掲載し ています。

　 まずは、 ど の発達段階においても 大切なこ と と し て保護者・ 養育者、 子育てに関わ

る全ての大人が確認し ておく べき こ と を ご紹介し ます。

　 保護者や養育者だけでなく 、 子ども の育ちに関わる

全ての地域の人が身体・ 心・ 社会 ( 環境 ) の３ つの視

点で子ども の育ちを 考え、 支えていく こ と が重要です。

育ちの時期を問わず共有し たい考え方

保護者・ 養育者で子ども を 守る

「 身体」「 心」「 社会（ 環境）」 のイメ ージ

（ 出典： こども家庭庁　 こども家庭審議会資料）

●人格の形成

　 子ども たちが知性、 感性、 品性や体力を 育み、 豊かな人間性と 人格を 兼ね備えた

次代を 担う 人間力を 養う 大切な時期は、 就学前幼児後期よ り 前から 始まっ ており 、

家庭はその出発点です。

●読書のすすめ

　 本を 読むこ と は、 言葉の学びと 同時に、 子ども の感性を 磨き、 表現力や理解力を

高め、 想像力を 豊かにし ます。 家庭でも 、 まず「 読み聞かせ」 から 始めまし ょ う 。 　

親子で感想を 語り 合う 、 本を 薦め合う 等、 子ども の成長に合わせた読書の習慣に取

り 組みまし ょ う 。

　 また、 保護者だけの価値観ではなく 、 国や年齢、

性別が違う いろ いろ な人の宗教や価値観、 意思を

知る良い機会と なり ます。

葛飾区立の全小・ 中学校で子ども 達が

　 複数の新聞を 読める環境を 整えています
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「 子ども の育ちを見る３ つの視点」
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●子ども を 叱ると き

◆叩く などの暴力はふるわない

◆人格を 否定するなどの暴言は口にし ない

　 暴力や暴言を受けると 子ども は恐怖によっ て行動し ます。

自分で考えて行動せず、 保護者に気に入ら れるよう に親の

顔色を 見て行動するよう になり ます。 親権者等による体罰

は「 児童虐待の防止等に関する法律」 により 禁止さ れてお

り 、 体罰等を 繰り 返すこ と によっ て子ども の心身に悪影響

が生じ る可能性があり ます。

◆何をすべき かを肯定文で具体的に分かり やすく 伝える

◆一緒にやり 方を示す　 ◆お手本と なるよう 教える　 ◆叱る前に深呼吸をする

　 こ れら のポイ ント を 押さ えておく こ と が大切です。 子ども が言う こ と を 聞いてく

れない理由は、 保護者の気を 引き たい、 保護者の言う こ と が理解でき ないなど様々

です。

①批判する　 ②恐怖を与える　 　 ③馬鹿にする　 　 ④無視する

①身体的虐待　 　 ②性的虐待　 　 ③育児放棄　 　 ④心理的虐待

気を 付けましょう  やってはいけない行動

児童虐待防止法 第２条の虐待４つの定義

!
ヒ ント

!
ヒ ント

特別な支援が必要な子ども がいます

　 子ども の発達の特徴は一人一人異なり ます。 子育てをし ていく 中では子ども の発

達特性に合わせた対応が重要です。 心配な時は専門的機関に相談し まし ょ う 。

【 参考】葛飾区公式サイ ト： 連携フ ァ イ ル（ 私の紹介・ アイ リ スシート ）のダウンロード

　 子ども の成長や発達について関係者が共通理解を持つこ と は大切です。

アイ リ スシート は、 子ども が楽し い生活を送るために、 保護者と 支援機関

が協力し て作成し ます。 就学時には学校に幼児期の子ども の様子や支援内

容を 引き 継ぐ こ と ができ ます。
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（ 好き嫌いが多い時に）

今日は〇〇だけ食べてみよう か

昨日より早く
起きられたね

残さ ず食べられる
よう になったね
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こ んな 時期で す
　 集団生活で様々な人と 関わっ て遊んだり 、 様々な物や自然の中で遊

んだり する中で、 心身が成長し 社会性を 身に付けていく 時期です。

　 短い時間でも 良いので、 気持ちに余裕をも っ て子ども と 向き 合う 時間

を つく り まし ょ う 。 家族で過ごすこ と で、 子ども に安心感を与えるこ と

ができ ます。

　 子どもは保護者から「 褒められた」「 認められた」 と 感じることで自信をつけていきます。

大きな目標や成果を褒めるのではなく 、 少し 前と比べて褒めたり 、 小さな目標をたてて励

ますことが大切です。 ちょっとした変化や成長を褒める機会を積極的に作ってみましょう 。

子どもの頑張りやできるよう になったことを認め、 言葉で伝えます。 自信を持った

子どもにするためには、 決して子ども同士を比べてはいけません。

　 子どもは遊びなどを通して外の世界への「 挑戦」 を重ね、「 体験」 と

「 学び」 を繰り 返します。 必要以上の制止や抑制はよい体験の機会を失

う 場合があるかもし れません。

　 子ど も の心が成長する ために大切な のは「 安心感」

と 「 自信」 で す。 自己肯定感を 育むた めに、 大事な

こ と は言葉にし て 伝え ま し ょ う 。
1

幼児後期
遊びを通じ て学ぶ

就 学 前

子ども と スキンシッ プを と っ ていますか？

言葉にして 伝え たいこ と

発達の鍵とな る 安心と 挑戦

発達 の鍵となる安心と挑戦の循環」 のイメ ージ

（ 出典： こども家庭庁　 こども家庭審議会資料）

!
ヒ ント

!
ヒ ント
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　 健康な身体づく り には「 早寝・ 早起き 、 朝ごはん」 が欠かせません。

「 早寝・ 早起き 、 朝ごはん食べよう カ レンダー」 を 活用し 、 生活リ ズム

を整えまし ょ う 。

　 また、 子ども は五感を使っ た遊びから 、 様々なこ と を 吸収し ます。

屋外での遊びを通じ て体力を身に付けまし ょ う 。 屋内の指先を使っ た

遊びでは、 集中力や器用さ が身に付き ます。

【 参考】 葛飾区公式サイ ト ： かつし か早寝・ 早起き 、 朝ごはん食べよ う カ レ ン ダー

　 保護者も子どもと 一緒に「 早寝・ 早起き、 朝ごはん」 に取り 組んだり 、

一緒に遊んだりして、 楽しい時間を共有しましょう 。 温かく 見守られてい

る安心感が、 新たなことに挑戦する意欲を育てます。

　 メタボリックシンド ロームや２ 型糖尿病などの病気が子どもたちの間でも増えて

います。「 早寝・ 早起き、 朝ごはん」 を心がけたり 、 外遊びや運動をしたりする

ことで、 子どもをとりまく 生活環境や家庭環境を整え、 これらの

「 小児生活習慣病」 の発症・ 進行を予防していきましょう 。

【 参考】 葛飾区公式サイト ： 毎日しっかり 「 早寝・ 早起き、 朝ごはん」

　 小学校に入学後、 座っ て 集中し て 授業を 受けたり 、

様々な こ と に挑戦し た り する た めに必要な のは、 健

康な 身体と 体力で す。 そ のた めにも 様々な 身体的な

活動を し ま し ょ う 。

2

「 早寝・ 早起き 、 朝ごはん」、「 遊びで身体づく り 」 を し ていますか？

保護者も 一緒に…

小児生活習慣病について

!
ヒ ント

!
ヒ ント
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社会性を 身に 付け て い く こ の時期の子ど も に は、

社会のルールを 少し ずつ教え て いく こ と や基本的な

生活習慣の定着・ 確立が必要と な り ま す。
3

　 小学校に入学し てから 戸惑わないよ う にこ の時期から 片付けや後始末、 食事等、

一人ででき るこ と を 増やし ておき まし ょ う 。

　 何かをしてもらった時の「 あり がとう 」、 いけないことをしてしまった時の「 ごめんなさ

い」、 そして「 おはよう 」「 いってきます」「 ただいま」「 ごちそう さま」「 おやすみなさい」

等、 日常生活の様々なシーンでの『 あいさつ』 は、 子どもの社会性や規範意識を育むた

めのコミ ュニケーショ ンの基本となります。

　 子どもは常に保護者を見て育っていきます。 保護者が「 信号無視

をしない」「 自転車は正しく 乗る」「 列にはきちんと並ぶ」 等、 社会の

ルールを守る姿を見せたり 、 箸や鉛筆を正しく 使ったりすることが、

子どもの手本となります。

　 子どもたちを見守ってく れている地域の方 と々 、 笑顔のあいさつを交わしてみま

しょう 。 地域 の方 と々 一緒に子育てをしていく 下町の子どもたちは、

優しく たく ましく 育っていきます。

【 参考】 葛飾区公式サイト ：「 こどもひまわり 1 1 0 番」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 子 どもたちの見守りにご協力く ださい

基本的な生活習慣（ 片付け・ 後始末・ 衣服の着脱・ 食事等） が自主的に行えるよう にし まし ょ う！

最初に出会う 「社会のルール」 と は

親の背中を 見て育つ

こ ども ひまわり１１０番 いくつある かな？ 
就学前の小学校の通学路を 一緒に歩いてみよ う ！

こどもひまわり 110番プレート

Ⓒ秋本治・ アト リエびーだま／集英社

!
ヒ ント

!
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!
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👉 片付け・ 後始末・ 整理整頓・ 衣服の着脱、 食事など身の回り のこ と を すすんで行う 。

👉 「 早寝・ 早起き 、 朝ごはん」 に取り 組み、 規則正し い生活を する 。

👉 笑顔で元気に、 すすんで「 おはよ う ございます」「 こ んにち は」 などのあいさ つを

　 し たり 、「 はい」 と 返事を し たり する 。

👉　 椅子の座り 方や立ち 方など、 正し い姿勢を保っ て生活する 。

👉 自然などの身近な環境に興味を も ち 、 その美し さ や変化などに気付いて

　 心を動かさ れたり 、 疑問を も っ て考えたり する 。

👉 絵本や物語の読み聞かせなどのお話を 聞く こ と を 楽し み、 覚えた言葉を

　 すすんで使う 。

👉 物語やお話、 様々な生活経験などを き っ かけに、 自分のイ メ ージを 膨ら

　 ませ、 音や動き 、 言葉などで表現を し たり 、 演じ たり する。

学校に行く と 、 自分自身で自分のこ と を やら なければなり ません。

授業のスケジュ ールに基づいて生活する こ と を 体験する のも おすすめです。

　 ⇨ 　 長い時間座っ て話を 聞く こ と ができ る かな？

⇨ 　 先生に自分の思いを 伝える こ と ができ る かな？

⇨ 　 ト イ レ は自分ででき る かな？

👉 自ら すすんで、 屋外で、 全身を 動かし て、 元気に運動を し たり 遊んだり する 。

👉 身近な物や遊具を 使っ て、 工夫し て遊ぶ。

👉 たく さ んの友達と 関わり 、 互いに思いを 伝え合う 中で、 考えの違い

　 に気付き 、 折り 合いをつけたり 、 我慢し たり する 。

👉 友達と の遊びの中で、 遊び方を 工夫し て、 決まり を 守り ながら 遊ぶ。

👉 でき るよ う になっ たこ と が増えたり 、 役割を 任さ れたこ と を、 友達や

　 先生に認めら れる 経験を する 。

就学ま で に経験し て ほし い内容

基本的生活習慣の形成

“ 学びに向かう 力” の育成

幼児期の終わり までに育っ てほし い10の姿  ～小学生への架け橋 （ P16参照） 

体力の向上

自制心・ 規範意識の育成

自己肯定感の育成
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こ んな 時期で す

　 集団や社会における ルールを 守る 基礎が作ら れる など、 規範意識が

形成さ れます。 大人の言う こ と を 守る 中で、 も のごと の善悪について

理解や判断ができ るよう になり ます。

　 学校の支度や宿題等、 自分ででき るこ と を 少し ずつ増やし ながら 習慣化

する中で、 子ども の自立心は育まれます。 また、 目覚まし 時計を使わせる

等、 自分一人で起き るこ と ができ るよう に働き かけるこ と も 大切です。

　 初めは子どもに任せきりにするのではなく 、 保護者が一緒に

やりましょう 。 成長に合わせて、 子どもがやった後に保護者が

確認しましょう 。

　「 朝起き る こ と 」や「 身支度」「 宿題」等、 自分で で き

る こ と を 増やし 、 自立の基礎を 育むこ と が大切で す。1

子ども が自分ででき るこ と を 増やし てあげていますか？

初めは一緒に

学童前期
自律心の芽生え

小学校低学年

小
学
校
低
学
年

学
童
前
期

!
ヒ ント
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　 社会で 生き て いく た めには、 ルールや約束を 守る

大切さ を 知る こ と や人間関係のト ラ ブ ルの解決力を

身に付ける こ と が大切で す。

9

　 友達と 人間関係でト ラ ブルが起き る場合があり ます。 子ども 自身がト ラ ブルを 解

決する過程で、「 解決力」 を 身に付けるこ と ができ ます。

　「 ○○さ んと はも う 付き 合う な」 等、 友達関係の一方的な否定は子ど も のト ラ ブ

ルの解決力を 奪っ てし まいます。 子ども の話を 聴き 、 解決に向けた方法を 一緒に話

し 合いまし ょ う 。

相談でき る 人がいない時は「 こ ども の人権1 1 0 番」も あり ます。

【 参考】法務省： いじ めなどの電話相談窓口「 こ ども の人権1 1 0 番」

　 子どもは、 我慢を経験することで、 ルールや約束を守る大切さを理解して

いきます。「 ダメ 」 と 言う だけではなく 、 子どもの話を聴いて「 …だから我慢

しよう 」 等、 理由も併せて伝えましょう 。

　 子どもは、 自分が家族にとって必要な存在であると 感じることで、 自己

肯定感を高めていきます。 子どもがお手伝いをしたら、「 あり がとう 」

とお礼を伝えることを忘れずに。

子ども のト ラ ブルの解決力を 奪っ ていませんか？

「ダ メ 」 の理由を 伝え ましょう

家庭で の役割を 作りましょう

子ど も のコ ミ ュ ニ テ ィ が広がり 、 希望と 不安が広が

り ま す！ 

小
学
校
低
学
年

学
童
前
期

!
ヒ ント

!
ヒ ント

2
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（ 身に付けたい社会性）

●集団生活や社会のルールを守る態度　 ●善悪の判断、 模範意識の基礎づく り 　 ●感動や共感、 情操

子ども が 家庭以外の学校や地域で社会性を 身に付ける
大事な時期で す。

こ

の
時期のポイン

ト

　 家族だ けで 子育て を する ので はな く 、 地域の方々

と 一緒に子育て を し て いき ま し ょ う 。 地域の方々と

の繋がり を 作る こ と は、子育て を し て いく 中で メ リ ッ

ト がたく さ んあり ま す。

3

　 小学校に入学すると 、 少し ずつ子ども だけの時間が増えていき ます。

　 地域の方々と 関わり 、 我が子を知っ ても ら う こ と で、 地域みんなの

目で子ども たちを見守るこ と ができ ます。

　 また、 地域における子ども の情報が入り やすく なっ たり 、 困っ たと

き の相談相手にも なっ てく れます。

地域の中で子育てを するこ と を意識し ていますか？

子育てコミ ュニティ　 繋がる協働団体等 

保護者のコ ミ ュ ニテ ィ が広がり ま す！

保

護

者

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

自治町会

青少年育成地区委員会

青少年委員

学校地域応援団

わく わく チャ レ ンジ広場

子ども 会

商店街・ ・ ・ ・

学校や地域の行事

区のイ ベント 行事

伝統祭り 行事
など

小
学
校
低
学
年

学
童
前
期

!
ヒ ント

!
ヒ ント

⬅➡

⬅　 　  ➡

⬅➡ ⬅➡
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　 家庭の人と 一緒に、 学習を進めていき ます。

　 取組を 褒める こ と で子ども の意欲を 高め、 次の学習につなげていく よ う にし ます。

● 次の日の学習準備をして 授業を 大切にし ます

● 学校での学習の様子を  家族に伝えます

● 先生から 出さ れた課題を  やり と げます

● 計画的に 自主学習に取り 組みます

● 友達と はげまし 合って 学習に取り 組みます

　 家族の温かいアド バイ スや励まし の言葉が子ども のやる 気を 引き 起こ し ます。 宿題を みる な

ど手助けし て応援する と 、 徐々に自分ででき るよ う になり ます。

　 子ども の話を よ く 聴き 、 成長を 見守る こ と で、 子ども は将来の夢や目標を も っ て努力する よ

う になり ます。 的確なアド バイ スは、 子ども の自主性の伸長につながり ます。

　 子ども が勉強し よ う と し ている 場所で、 テレ ビ がついていたり 、 音楽がかかっ ていたり し て

はいませんか？静かな環境づく り が大切です。

　 子ども の良いと こ ろ を 見付け、 励ま すこ と によ り 子ども は、 自信を つけていき ます。 勉強の

内容も 段々と 高度になっ ていき ま すが、「 勉強を 教える 」 のではなく 、「 見守り 支える 」 こ と が

大切です。

家 庭 学 習 の す す め
自ら 考え、 自ら 学ぶ「 かつし かっ 子」 を 育てる ために

～ 子ども にと っ て最大のサポータ ーは家族です ～

一緒に行い、 学ぶ楽し さ を 実感さ せる

認めて 、 褒めて 、 やる 気を 引き 出す

見守り 、 励ま し 、 自主性を 伸ばす

勉強し やすい環境づく り

子ど も の様子を 見守る

小学校１ ・ ２ 年生

小学校３ ・ ４ 年生

小学校 5・ ６ 年生～

「 確かな学力の定着」 のために

　 子ども の「 自ら 学ぶ姿勢」 を 育てる には、 家族の関わり がと ても 大切です。

家庭と 学校が連携し て子ども の学習意欲を 高め、 家庭学習の習慣化を 図り まし ょ う ！ 

学年×１０分＋１０分の

家族でつく る学習習慣

自ら 学ぶ「 かつし かっ 子」 の姿
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こ んな 時期で す

　 心身の発達の差が大き く なり 、 自分と 友達と を 比べてし まう 時期

です。 特定の仲間集団が発生し 、 役割意識がでてく る 時期でも あり

ます。

　 日頃から 子ど も と 言葉を 交わす関係づく り がで き

て いれば、 子ど も にト ラ ブ ルが起き た と き で も 、 ス

ムーズな 話し 合いが可能と な り ま す。

子ども が話し を し やすい関係や雰囲気が作れていますか？

1

　 学校や外にいる時間が長く なり 、 保護者と 一緒に過ごす時間が減り 始め

ます。

　 何気ない普段の会話にも 耳を 傾け、 子ども の興味や関心事を 把握し 、 自

分に興味や関心がないこ と であっ たと し ても 聴いてあげて、 コ ミ ュ ニケー

ショ ンを図る上での接点を作るこ と が大切です。

　 心身の発達の個人差が大きい時期で、「 自分」 を少しずつ客観的に捉え始める時期でもあります。

　 自分に自信をもつ子どもがいる一方、 劣等感をもつ子どももいます。 自信を無く し たり 、 反発をして

しまう ため、 安易に他者（ 友達等） と比較するのはやめましょう 。 長所を認めるなどして、 子どもの自

己肯定感を高めましょう 。

子ども の自信を 無くさ せてはいませんか？

学童後期
他者意識の芽生え

小学校高学年

小
学
校
高
学
年

学
童
後
期

!
ヒ ント
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　 子どもが自分から 話をしたときは、 家事や作業をしていても手を止めて、 目を見て話を聴きましょう 。

話に相づちを打ちながら、黙って聴きましょう 。 話を聴いてあげることで、子どもの気持ちは安定します。

　 自分の価値観・ 意見・ 考えを伝えたう えで、 一緒に考えたり 、 子どもに考えさせたりしましょう 。

そうすることで、 親子の信頼関係も深まります。

子ども の目を 見て話を 聴いて いますか？

子ども に相談さ れたと き は…

ルールやき ま り を 守る こ と の大切さ は、 家庭や学

校生活で 学んで いき ま す。 し かし 、 友達と のつな が

り が深ま る こ の時期には、 仲間内のルールを 優先し 、

冷静な 判断を せずに行動する こ と も あり ま す。

　 子ど も が健康的に生活する た めには、 体力を 付け

る こ と が必要で す。 体力は遊びやス ポーツ 等、 子ど

も が日頃から 活発に身体を 使う こ と で 培われて いき

ま す。

2

3

　 家庭のルールを 決め、 家族みんなで守り 、 ルールの大切さ を伝え

まし ょ う 。 特に保護者がルールを破ら ないこ と が大切です。

　 また、 Ｓ Ｎ Ｓ のルールについても 話し 合っ てみまし ょ う

　（ P1 8 参照）。

　 子ども が積極的に屋外で身体を動かす機会を、 意識し て作り まし ょ う 。

　 体力を 付けるこ と は、 子ども の成長や発達を 促し 、 健康を 維持する以外にも 物事

に意欲的に取り 組むと いっ た精神面の成長にも 深く 関わっ ています。

家庭のルールを 決めていますか？

体力を 付けるよう に働き かけていますか？

    我が家のルール

1. - - - - - - - - - - - - -

1. - - - - - - - - - - - - -

1. - - - - - - - - - - - - -

1.  -------------　

小
学
校
高
学
年

学
童
後
期

!
ヒ ント

!
ヒ ント
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こ んな 時期で す

　 急激に成長・ 成熟する 身体に、 気持ち が追い付かずに精神的に不安

定になり やすいです。

　 様々なこ と を考えながら 自分の生き 方を 模索し 始める時期です。

　 子ど も は勉強や部活動等で 忙し く な っ た り 、 特定

の友人と 深い関係を 築く 一方で、 保護者に対する 反

抗期を 迎え た り と 、 親子のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が少

な く な る 時期で す。 適度に距離感を も っ て 子ど も を

温かく 見守り ま し ょ う 。

過保護や過干渉になっ ていませんか？

1

　 心身と も に不安定になる時期ですが、 子ども が自立に近づく ために

は、 様々な課題や問題を 自分で乗り 越えていく 力が必要になり ます。

保護者には、 子ども のするこ と を黙っ て見守る距離感が大切です。

　 青年期は「 自分とは何か」、 自分自身の社会での位置づけなどを考える時期であり 、 自分が自分自身

であることを確信しなければならず、 発達心理学者のエリクソンによれば、このことを「 アイデンティ ティ

（ 自我同一性） の確立」 と 呼びます。

　 子どもは自分が見守られていることを強く 実感できるほど安心して遠く へ走っていく こと ができます。

進学や進路についても考え始める時期。「 あなたはどう 思う？」 と 子どもの気持ちをしっかり 受け止めて

から、「 自分はこう 思う のだが」 と 一緒に考え、 一緒に学んでいく 意思の疎通を大切にしましょう 。

アイデンティティの確立

家庭はいつで も 安全基地

青年前期
自分ら し さ の気づき

中 学 生

中
　
学

　
生

青
年
前
期

!
ヒ ント

!
ヒ ント
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　 子ど も の成長に合わせて、 子ど も と の向き 合い方を

考えてみまし ょ う 。 保護者が子ど も に「 あなたを 見て

いる よ 」 と いう メ ッ セージを 送る こ と で、 子ど も に安

心感を 与えるこ と ができ ます。また、子ども の将来や夢、

自己実現に向けて働き かけまし ょ う 。

　 子ど も は様々な こ と を 考え、 困難への対処な ど を

通じ て 「 自分の生き 方」 を 探し て いき ま す。 実際に

やっ て みて 得た 知識や経験は、 こ れから の社会を 生

き て いく 糧と な り ま す。

2

3

　 子ども は、 自分の将来のこ と を少し ずつ考え始める時期です。 そんな

時に、 人生の先輩と し て相談に乗れる身近な大人は、 保護者です。 保護

者自身が中学生の頃、 何を 考え、 どう し たかっ たか等、 自分の経験を 通

し て一人の大人と し て向き 合い、 話し かけまし ょ う 。

　 中学生になると 部活動等で忙し く なり ますが、 子ども に働き かけ、 地域行事等に

ボラ ン ティ アと し て参加するき っ かけを 積極的に作っ てあげまし ょ う 。 様々な年代

の人と の関わり 方、 役割を 果たし た時の達成感、 失敗を し た時の挫折と それを 乗り

越える方法等、 様々な「 生き る力」 を学べます。

　 青年期は「 自分と は何か」「 自分ら し く 生き る こ と と は何か」 を 悩む時期。 学校

や友達、 保護者にも 相談でき ないこ と も ある時期です。 身近な人には相談し づら い

こ と も あるこ と でし ょ う 。

　 子ども 自ら が相談でき る窓口のヒ ント を 、 そっ と 気づかせてあげるこ と も 必要か

も し れません。

自分の生き 方を 伝えていますか？

多様な生き 方があるこ と を伝えていますか？…知っ ておき たい多様性（ P16参照）

多様な経験をさ せていますか？

　 内面の葛藤や困った時に、 子どもが発するサインやＳＯＳ の出し 方は、 人それぞれ違います。 子ども

の外見や表情、 持ち物の増減等、 これまでとは違う 小さな変化を捉えて、 しっかりと 見守りましょう 。

　 この時期に色々な人 と々 関わり 合うことは、 多様な考え方や価値観とふれあ

う 大切な時間です。 多様な意見にふれることで自分自身の考えが深まり 、 社会

生活において大切な能力を育むことができます。

子ども の小さ な変化を 見逃さ な いで

社会的な 関わりを 広くも ちましょう

中
　
学

　
生

青
年
前
期
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ヒ ント

!
ヒ ント
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１ 　 健康な心と 体： 自ら 健康で安全な生活をつく り 出すよ う になる 。

２ 　 自立心： 自分の力でやり 遂げる 体験などを 通じ て自信を も っ て行動する よ う になる 。

３ 　 協同性： 友達と 一緒に目的の実現に向けて考えたり 協力し たり する よ う になる 。

４ 　 道徳性・ 規範意識の芽生え： よ いこ と や悪いこ と が分かり 、 相手の立場に立っ て行動

するよ う になる 。 き まり を 守っ たり するよ う になる 。

５ 　 社会生活と の関わり ： 家族を 大切にし たり 、 身近な人と 触れ合っ て地域に親し みを も

つよ う になる 。 遊びや生活に必要な情報を 役立てて活動し たり 、 公共施設を 利用し て、
社会と のつながり を 意識する よ う になる。

６ 　 思考力の芽生え： 身近な事象から 物の性質など を 感じ 取っ たり 、 予想し たり し て、 多

様な関わり を 楽し むよう になる 。

７ 　 自然と の関わり ・ 生命尊重： 自然への愛情や畏敬の念を も つよ う になる。 生命の不思

議さ などに気付き 、 動植物を 大切にするよ う になる 。

８ 　 数量や図形、 標識や文字など への関心・ 感覚： 遊びや生活の中で、 数量や図形、 標識

や文字などに親し んだり し て、 興味や関心、 感覚を も つよう になる 。

９ 　 言葉によ る 伝え合い： 経験し たこ と など を 言葉で伝えたり 、 話を 聞いたり し て、 伝え
合いを 楽し むよ う になる 。

10 　豊かな感性と 表現： 心動かす出来事に触れ、 感じ たこ と を 表現し て、 表現する 喜びを

味わい、 意欲を も つよ う になる 。

（ 出典： 文部科学省　 幼稚園教育パン フ レ ッ ト ）

幼児期の終わり までに育っ てほし い１０ の姿

～小学生への架け橋～

就
　
学

　
前 

幼
児
後
期

　 知っておきたい多様性　
～性の多様性　 基礎知識～
LG B T（ LG B TQ ，LG B TQ + ）って？

多様性には様々なも のがあり ます。 こ こ では性の多様性について取り 上げます。

ダイ バーシティ

● Ｌ ＧＢＴ（ ＬＧＢＴ Ｑ ，ＬＧＢＴ Ｑ＋）と は、 次の言葉の頭文字を と っ て作
ら れた言葉です。性的マイ ノ リ ティ の総称と し ても 使われています。

　 Lesb ian（ 女性と し て 女性を 好き な 人）、 Gay（ 男性と し て 男性を 好き な 人）、
Bisexual（ 異性と 同性のどち ら を も 好き になるこ と がある人）、 Transg end er（ 生
まれた時の性別と 自分の認識する 性が異なる 人）、 Question ing （ 性自認や性的指
向が定まっ ていない／意図的に定めていない人）、 Queer（ LGBT のいずれにも 属
さ ない／包括的であると 考える人）、「 ＋」 は、 その他にも 様々なセク シュ アリ ティ
があるこ と を示し ています。

● 性のあり 方には５ つの構成要素があり ます。
　 １ 性自認（ こ こ ろ の性）
　 　 自ら をどのよう な性と し て認識するのか・ し ないのか
　 ２ 性的指向（ 好き になる性）
　 　 異性、 同性、 女性・ 男性両方、 いずれの性にも 向かない
　 　 場合など
　 ３ 性表現（ 表現する性）
　 　 言葉遣い・ 服装・ 振る舞いなど、外部に表現する自分の性
　 ４ から だの性
　 　 身体的特徴から ある程度客観的に判断さ れる性
　 　（ 法的性別と 一致し ない場合も ある。）
　 ５ 法的性別（ 戸籍上の性）
　 　 戸籍や住民票に記載さ れている性別

　「 からだの性」 と 「 こころの性」 は、 必ずしも 一致するものではあり ません。 また「 こころの性」 が女性だからといって、

誰もが好んでスカート をはく わけではないよう に、「 表現する性」 と 「 こころの性」 も 一致するとは限りません。 多様な性の

あり 方の存在を理解し 、 尊重することが重要です。

　 多様性には様々なものがあります。 多様性に寛容であることは、 すべての子たちの生涯にわたるウェ ルビーイング《 幸福》

へとつながっていきます。

（ 表層的な多様性） 表層的な特性なので、 外部から見ると 判断がつく 要素「 人種」「 国籍」「 宗教」「 性別」「 年齢」「 障害」 など

（ 深層的な多様性） 表面的には判別し にく い内面的な要素「 考え方」「 意識」「 経験」「 スキル」「 価値観」「 文化」 など

まずは保護者から LGBTQ＋を理解していこう

その他の多様性 （ダイバーシティ）

!
ヒ ント

!
ヒ ント

知
っ
て
お
き
た
い
多
様
性

（ 図はTHE SAFE ZONE PROJECT
http s://thesafezonep ro ject.com /
をもとに大賀一樹が作成）

http://#
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ネッ ト リ テラ シーを身に付けよう

～子ども のメ ディ アの使い方について考えてみまし ょ う ～

【 参考】 警視庁： サイ バーセキュ リ ティ イ ン フ ォ メ ーショ ン

　 イ ンタ ーネッ ト は、 世界中の情報を 簡単な操作で手に入れるこ と のでき る便利なネッ

ト ワーク です。 一方で、 使い過ぎる こ と でネッ ト 依存になっ たり 、 最悪の場合、 事件

に巻き 込まれたり するこ と があり ます。

　 ネッ ト リ テ ラ シーと は「 使いこ なす能力」 を 向上さ せる こ と 。 身に付ける こ と で、

イ ン タ ーネッ ト 環境を 賢く 使いこ なせる よ う になり 、 防犯対策や安心・ 安全なネッ ト

ワーク の利用につながり ます。

● メ ディ アの使い過ぎが及ぼす心や身体への影響と し て、 次の

よう なこ と が考えら れます。

　 ・ 家族や友人と の会話や関わり が少なく なる等、 他人と のコ ミ ュ ニ

　 　 ケーショ ンが取り にく く なる。

　 ・ 視力が低下し たり 、 肩こ り や猫背等、 姿勢や骨の形成に悪影響を

　 　 及ぼす可能性がある。

　 ・ 寝るべき 時間に寝ないこ と で、 心身の疲れが取れにく く なる。

　 ・ ホルモンバラ ンスが崩れ、 身体の成長を阻害し たり 、 心の安定を失いやすく なる。

● 危険性があるこ と を 、 子ども に伝えまし ょ う 。

　 イ ンタ ーネッ ト は、 子ども が有害サイ ト や悪意のある人と 接触する可能性があり

ます。 イ ンタ ーネッ ト 上に個人情報を 書き 込むこ と で犯罪に巻き 込まれる可能性も

ある等、 危険性を 十分に伝えまし ょ う 。

● 子ども を 守るのは保護者の責務です！

　「 青少年イ ン タ ーネッ ト 環境整備法」 では、 子ども の利用状況を 把握する と と も

に、 発達段階に応じ 、 フ ィ ルタ リ ングソ フ ト を 利用する 等の方法により 、 イ ンタ ー

ネッ ト の利用を適切に管理し 、活用能力習得の促進に努めるこ と が、「 保護者の責務」

と さ れています。

　 デジタ ル機器（ スマート フ ォ ン 等） の使用を 禁止するのでなく 、 子ども が適切に

利用でき るよう に保護者が正し い知識をも ち、 指導をするこ と が大切です。
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家族でアウト メ ディ ア・ チャ レ ンジ！

～毎月１０日は我が家のノ ーテレビ・ ノ ーゲームデー～

　 動画視聴やＳ Ｎ Ｓ と いっ たメ ディ アの過剰利用は、 生活リ ズムの乱れや、

心や身体の発育・ 発達に悪影響を及ぼし ます。 葛飾区では、 毎月1 0 日に学

校と 家庭が連携し 、 日頃のメ ディ アと の付き合い方を見つめ直し て、 家族と

の会話やふれあいの大切さ を再認識する取組を し ています。

《 アウト メ ディ ア》 と は、 デジタ ル機器（ スマート フ ォ ン等） のスイ ッ チ

を たまには消し てみて、 デジタ ル機器から 離れるこ と をいいます。 スマート フ ォ ンを見

たり 、ゲーム機で遊んだり するこ と を禁止するこ と ではあり ません。家族でアウト メ ディ

アにチャ レ ンジするこ と で、 生涯にわたるウェ ルビーイ ング《 幸福》 につながる思い出

が、 温かいふれあいの中から 生まれるかも し れません。

　 危険を 伴う Ｓ Ｎ Ｓ を 安全に楽し く 使える よ う に、 区内の中学生たち が自ら 作成し た

ルールです。

子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
の
使
い
方

知っ ていますか？ Ｓ Ｎ Ｓ かつし かっ 子ルール
～学校と 連携し た切れ目ない家庭教育の取組～

　 ＳＮＳ かつし かっ子ルール

● 相手の気持ちや都合を 考えよう

● コ ミ ュ ニケーショ ンを 大事にし よう

● 家庭でルールを 決めて実行し よう

● 自分の行動と 個人情報を 管理し よう

● 傷つけ合う より 支え合おう

● 各家庭でのルール作り が大切です。

　 デジタ ル機器（ スマート フ ォ ン等） やＳ Ｎ Ｓ の利用にあたっ ては、 各家庭でルー

ルを 作る こ と が大切です。 保護者が一方的に押し 付ける のではなく 、 子ども と 一緒

にルールを 作り まし ょ う 。 ルールを守る責任感が生じ ます。

ルールを 決める際の具体例

　 　 使用する時間帯（ 平日は夜８ 時まで、 休日は夜９ 時までなど）

　 　  使用する 場所や場面（ 家に居ると き はリ ビ ングで使用する、 学習塾に行く と き

だけ使用するなど）

　 　 ルールを守れなかっ たと き のルール（ ３ 日間は使用禁止など）

　 　  使用する際のマナー（ 公共交通機関では使用し ない、誹謗中傷は書き 込まない、

名前・ 写真・ 学校名は載せないなど）

我が家のルールを 書いてみまし ょ う



相談方法 相談でき る 曜日・ 時間・ 連絡先等

面接による相談
人権身の上相談（ 予約不要）

日時： 毎月第２ 金曜日　 午前 1 0 時～午後３ 時

場所： 葛飾区役所２ 階　 区民相談室（ ２ ０ ９ 番窓口）

電話相談
※ PHS・ 一部の IP 電話等からは、 利用できない場合

　 があります。

※外国語人権相談は英語・ 中国語・ 韓国語・ フィ リピノ

語・ ポルト ガル語・ ベト ナム語・ ネパール語・ スペイン語・

インド ネシア語・ タイ語

日時： 平日午前８ 時 3 0 分～午後５ 時 1 5 分

●みんなの人権1 1 0 番（ 全国共通人権相談ダイ ヤル）　 0 570 -0 03-11 0

●こ ども の人権1 1 0 番（ 全国共通フ リ ーダイ ヤル）　 　 0 120 -0 07-11 0

●女性の人権ホッ ト ラ イ ン （ 全国共通ナビ ダイ ヤル）　 0 570 -0 70-81 0

日時： 平日午前９ 時～午後５ 時

●外国語人権相談ダイ ヤル（ 全国共通ナビ ダイ ヤル） 0 570-0 90-91 1

イ ンタ ーネッ ト による 相談 h ttp ://www .jin ken .g o .jp /　 ※パソコン・ 携帯電話・ スマートフォン共通

子育て・ 教育に関する相談

◆総合教育センタ ー （ 電話 0 3 -5 6 6 8 -7 6 0 3 )

　 子ども 自身からでも 相談できます。 子ども の不登校、 行動、

特別支援教育など、 教育上の悩みについて相談できます。

◆ＳＮＳ 等教育相談 （ 子ども 本人から の相談）

◆こ たエール （ 子ども のネット・ スマホのト ラブル相談）

　（ フリ ーダイ ヤル 0 1 2 0 -1 -7 8 3 0 2 ）

◆親子のための相談ＬＩ ＮＥ

　 子育てや親子関係について悩んだと きに、 こども （ 1 8 歳未

満） とその保護者の方などが相談できる窓口です。

◆教育に関する相談 （ まと め）

　 教育に関する相談窓口を区公式サイト にまと めています。

◆教育相談一般・ 東京都いじ め相談ホット ラ イン

　（ フリ ーダイ ヤル 0 1 2 0 -5 3 -8 2 8 8 ）

　 友人関係やいじ めに関する 相談、 子育てに関する 相談や、

学校生活に関する相談、 ヤングケアラ ーに起因する相談など、

様々な相談を受け付けています。

◆子ども 総合センタ ー

子育て相談・ 子ども 相談 （ 電話 0 3 -3 6 0 2 -1 3 8 6 ）

子ども の発達相談 （ 電話 0 3 -3 6 0 2 -1 3 8 8 ）

◆子育てに関する相談 （ まと め）

　 子育てに関する相談窓口を区公式サイト にまと めています。

葛飾区は持続可能な開発目標
(ＳＤＧｓ)を支援しています。

令和６ 年３ 月発行　 葛飾区教育委員会事務局　 地域教育課　 地域家庭連携係
電話： 0 3 -5 6 5 4 -8 5 8 9（ 直通）
監修： 葛飾区子ども の生活習慣向上・ 家庭教育支援関係者会議

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 このパンフレット は、 印刷用の紙へリサイクルできます。

人権相談窓口　 　 差別や偏見な ど の人権侵害を 受けた こ と に関する 相談に応じ ま す。

通訳を介し た外国人児童・ 生徒の教育相談もできます。

http://#

